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資料３ 主な建設改良費一覧（R2-R11）
単
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資料４ 用語解説

(※1)【給水区域内人口】 P7
厚生労働大臣の許可を受け、需要に応じて給水を行うこととした区域内の居住人口。

(※2)【給水人口】 P7
給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口。

(※3)【普及率】 P7
水道事業 下水道事業

算出式

【指標の意味】

水道事業の場合は、給水区域内人口に対し給水人口はどの程度なのかを表す指標。

公共下水道事業及び農業集落排水事業の場合は、対象区域内人口（後述）に対し整備

済人口（後述）はどの程度なのかを表す指標。

(※4)【有収水量】 P7
水道事業の場合は、配水量のうち、料金徴収の対象となる水量。公共下水道事業及び農

業集落排水事業の場合は、処理水量のうち、料金徴収の対象となる水量。

(※5)【給水区域面積】 P9
厚生労働大臣の許可を受け、需要に応じて給水を行うこととした区域の面積。

(※6)【簡易水道事業】 P9
計画給水人口 101～5,000人の水道事業のことで、主として農山漁村を対象とする水道。
水道事業は独立採算を原則とするが、簡易水道事業の場合には国庫補助が行われるため、

区別される。

(※7) 【膜ろ過方式】 P9
円筒状の特殊な膜に原水を通すことで、浄水を行う処理方式。

給水区域内人口

給水人口
×100

対象区域内人口

整備済人口
×100
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(※8)【有収率】 P11
水道事業 下水道事業

算出式

【指標の意味】

施設の稼働がどれだけ収益につながっているかを表す指標。

(※9)【経営比較分析表】 P12
各年度の決算値をもとに経営指標を算出し、経年比較や事業規模が似ている団体と比較

することで、経営の現状や課題を把握するための表。

(※10)【（水道における）アセットマネジメント】 P14
厚生労働省が策定した水道ビジョン(注：現在は「上田市水道ビジョン(平成 31年 3月策
定)」）に掲げた持続可能な水道事業を実現するため、中長期的な視点に立ち、水道施設のラ
イフサイクル全体にわたり効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践

活動。

(※11)【事業継続計画（BCP）】 P15
大規模災害において施設が被災した場合、優先的に行う業務を定め、限られた職員や資

器材で早期に復旧させることを目的とした計画。「Business Continuity Plan」の頭文字を

とって「ＢＣＰ」ともいう。

(※12)【耐震化率】 P15
管路 浄水場又は配水池 処理場

算出式
管路延長

耐震管路延長
×100

【指標の意味】

管路や浄水場、配水池、処理場などの施設で、耐震化がどの程度進んでいるのかを表

す指標。

(※13)【耐震適合率】 P15

算出式

【指標の意味】

耐震適合性のある管の布設がどの程度進んでいるかを表す指標。

年間総配水量

年間総有収水量
×100

年間総処理水量

年間総有収水量
×100

耐震化された施設の浄水能力又は配水能力

施設の浄水能力又は配水能力
×100

施設数

耐震化施設数
×100

管路延長

耐震適合性を有する管路延長
×100
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(※14)【資金不足比率】 P15

算出式

【指標の意味】

営業収益に対してどの程度資金不足に陥っているかを表す指標。近年では流動資産が

流動負債を下回ったことがなく、資金不足が発生していないため、資金不足比率も 0％を
維持している。

(※15)【緊急遮断弁】 P17
配水池に設置し、災害時に飲料水を確保することを目的に、地震や事故により配水管が

破損・破裂した際に流量の異常を検知し、自動的に作動して配水池から水道水が流出する

ことを防ぐもの。

(※16)【収益的収支】 P23
地方公営企業の企業活動に伴い、年度内に発生すると見込まれる全ての収益（収益的収

入）と、収益を得るためにかかった全ての費用（収益的支出）をいう。

(※17)【資本的収支】 P23
企業の将来の経営活動に備えて行う建物、施設等の建設改良及び建設改良にかかる企業

債償還金などの支出（資本的支出）と、その財源となる企業債収入や国庫補助金などの収

入（資本的収入）をいう。

(※18)【他会計補助金】 P24
地方公営企業法第 17条の 2に定められている経費負担の原則に基づき、毎年度国から示
される繰出基準に基づいて一般会計から繰入を受けるもの。

(※19)【長期前受金戻入】 P24
平成 26 年度に適用された新会計基準に基づき、「みなし償却制度」が廃止されたことに

伴い、償却資産の取得又は改良の財源となっている補助金等について長期前受金に整理計

上した上で、減価償却見合い分を順次収益化していくもの。

(※20)【下水道事務受託収益】 P24
当市の上下水道料金は一括して徴収しており、使用料の徴収に係る費用は、水道事業で

一旦、全額負担し、期末に公共下水道事業、農業集落排水事業から応分の負担金を受けた、

その収益。

営業収益 － 受託工事収益

流動負債（翌年度元金償還額を除く）－流動資産
×100
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(※21)【消火栓設置負担金】 P24
消防組織法第 8条及び水道法第 24条第 2項の規定に基づき、水道事業者が設置した消火
栓の設置費等につき、市町村が当該水道事業者との協議に基づき支払う負担金。

(※22)【内部留保資金】 P24
実際は現金の支出がない費用（減価償却費など）の計上によって生じた現金（損益勘定

留保資金）や過去の利益を特定の目的のために積み立てた積立金など、企業内部に留保し

ている資金。施設の更新や建設、企業債償還のために使用される。

(※23)【減債積立金】 P24
前年度に純利益が発生した時に純利益を翌年度の企業債償還金の一部に充てるため積み

立てた金額のこと。

(※24)【キャッシュ・フロー計算書】 P28
現金について、単年度の間にどういった内容で、いくら収入あるいは支出したか現金の

流れを表す報告書で財務諸表の１つ。平成 26年度に改正された新会計基準において作成が
義務化された。当市では損益計算書と貸借対照表を用いてキャッシュ・フロー計算書を作

成する間接法を採用している。

(※25)【対象区域内人口】 P30
下水道計画区域内に住んでいる人口のこと。

(※26)【整備済人口】 P30
下水処理が開始され、下水道を使える区域に住んでいる人口のこと。

(※27)【水洗化人口】 P30
整備済人口のうち水洗化便所を設置して下水道を利用している人口のこと。

(※28)【水洗化率】 P30

算出式

【指標の意味】

整備済人口に対し水洗化人口がどの程度いるのかを表す指標。

(※29)【公共用水域】 P32
水質汚濁防止法に定められた、河川、湖沼、港湾、沿岸海域その他公共の用に供される

水域や水路のこと。

整備済人口

水洗化人口
×100
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(※30)【マンホールポンプ】 P32
自然流下が困難な場所においてポンプを利用して汚水を流す施設。マンホール内に汚水

ポンプを設置したコンパクトなポンプ設備。

(※31)【労働生産性】 P35

算出式

【指標の意味】

職員一人当たりの営業収益を表す指標。高いほど効率的な経営がされている。

※損益勘定支弁職員

地方公営企業会計では職員を「損益勘定支弁職員」と「資本勘定支弁職員」に分類し、会計処理する。

(※32)【職員一人当たり有収水量】 P35

算出式

【指標の意味】

職員一人当たりの有収水量を表す指標。高いほど効率的な経営がされている。

(※33)【ストックマネジメント】 P46
持続可能な事業の実施を図るため、明確な目標を定め、施設の状況を客観的に把握、評

価し中長期的な施設の状態を予測しながら施設を計画的かつ効率的に管理すること。

(※34)【ライフライン】 P47
市民生活の基盤となる生命線。電気、ガス、上下水道、電話、交通、通信などの都市生

活を支えるシステムの総称。

(※35)【新エネルギー】 P49
「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法（略称：新エネ法）」で「技術的に実用

化段階に達しつつあるが、経済性の面での制約から普及が十分でないもので、石油代替エ

ネルギーの導入を図るために特に必要なもの」と定義されている。主に太陽光発電や風力

発電、バイオマス、中小規模水力発電、地熱発電など。

損益勘定支弁職員数

営業収益

損益勘定支弁職員数

年間総有収水量
×
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資料５ 経営比較分析表登載指標の計算方法と意味

【資金不足比率】

資料編中「資料４ 用語解説」の６ページ参照。

【自己資本構成比率】

算出式

【指標の意味】

総資本（負債＋資本）に対し自己資本（資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益）が

どの程度あるのかを表す指標。

【普及率】

資料編中「資料４ 用語解説」の４ページ参照。

【有収率（公共、農集排）】

資料編中「資料４ 用語解説」の５ページ参照。

【経常収支比率】

算出式

【指標の意味】

料金収入や一般会計繰入金などの収益で、維持管理費や支払利息などの費用をどの程

度賄えているのかを表す指標。100％以上で利益の発生を意味する。

【累積欠損金比率】

算出式

【指標の意味】

営業収益（受託工事収益を除く）に対し累積欠損金がどの程度あるのかを表す指標。

※累積欠損金

営業活動で生じた損失で、各年度で発生した利益を補てんすることができずに累積した損失のこと。

負債＋資本

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益
×100

経常費用

経常収益
×100

営業収益－受託工事収益

累積欠損金
×100
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【流動比率】

算出式

【指標の意味】

短期的な債務に対する支払能力を表す指標。

【企業債残高対給水収益比率（水道）】

算出式

【指標の意味】

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標。

【企業債残高対事業規模比率（公共、農集排）】

算出式

【指標の意味】

営業収益（使用料収入）に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す

指標。

【料金回収率（水道）】

算出式

【指標の意味】

給水に係る費用をどの程度給水収益で賄えているのかを表す指標。

流動負債

流動資産
×100

給水収益

企業債現在高合計
×100

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金

企業債現在高合計－一般会計負担額
× 100

給水原価

供給単価
×100
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【経費回収率（公共、農集排）】

算出式

【指標の意味】

使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているのかを表す指標。

【給水原価（水道）】

算出式

【指標の意味】

有収水量 1 ㎥あたりについてどれだけの費用がかかっているかを表す指標。

【汚水処理原価（公共、農集排）】

算出式

【指標の意味】

有収水量１㎥あたりの汚水処理にどれだけの費用がかかっているのかを表す指標。

【施設利用率】

水道事業 下水道事業

算出式

【指標の意味】

施設・設備が一日に対応可能な能力に対し、一日平均水量がどの程度なのかを表し、

施設の利用状況や適正規模を表す指標。割合が大きいと配水又は処理能力の不足を意味

する。

【水洗化率】

資料編中「資料４ 用語解説」の７ページ参照。

汚水処理費（公費負担分を除く）

下水道（農集排）使用料
×100

年間総有収水量

経常費用－（受託工事費・材料及び不用品売却原価・附帯事業費）－長期前受金戻入

年間総有収水量

汚水処理費（公費負担分を除く）
×

晴天時の現在処理能力

晴天時の一日平均処理水量
×100

一日配水能力

一日平均配水量
×100
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【有形固定資産減価償却率】

算出式

【指標の意味】

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるのかを意味し、資

産の老朽化度合を表す指標。

【管路経年化率（水道）、管渠老朽化率（公共、農集排）】

算出式

【指標の意味】

法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標で、管路の老朽化度合を示している。

一般的に、数値が高い場合は、法定耐用年数を経過した管路を多く保有しており、管路

の更新等の必要性を推測することができる。

【管路更新率（水道）、管路改善率（公共、農集排）】

算出式

【指標の意味】

当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペースや状況を把握で

きる。仮に数値が 1％の場合、全ての管路を更新するのに 100年かかることを意味する。

有形固定資産のうち、償却対象資産帳簿価額

有形固定資産減価償却累計額
×100

管路延長

当該年度に更新した管路延長
× 100

管路延長

法定耐用年数を超過した管路延長

×100
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資料 6 経営指標の推移（Ｈ26～Ｒ11）

【企業債残高の推移】

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

企業債残高 8,223 7,710 7,737 7,737 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735
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単位：百万円

水道事業会計
推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

企業債残高 51,777 48,864 45,942 43,007 40,135 37,426 35,368 33,470 30,821 28,054 25,683 23,605 21,785 20,239 18,843 17,796

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

単位：百万円

公共下水道事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

企業債残高 11,058 10,336 9,581 8,810 8,061 7,268 6,432 5,320 4,690 4,051 3,435 2,751 2,123 1,546 1,072 646
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単位：百万円

農業集落排水事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

水道 8,223 7,710 7,737 7,737 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735 7,735

公共 51,777 48,864 45,942 43,007 40,135 37,426 35,368 33,470 30,821 28,054 25,683 23,605 21,785 20,239 18,843 17,796

農集 11,058 10,336 9,581 8,810 8,061 7,268 6,432 5,320 4,690 4,051 3,435 2,751 2,123 1,546 1,072 646

合計 71,058 66,910 63,260 59,554 55,931 52,429 49,535 46,525 43,246 39,840 36,853 34,091 31,643 29,520 27,650 26,177

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
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３会計 合計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）
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【元利償還金の推移】

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

支払利息 208 193 178 166 153 140 130 119 109 99 91 84 79 75 72 69

元金償還 530 551 574 586 598 575 591 598 617 599 553 538 508 483 449 407

合計 738 744 752 752 751 715 721 717 726 698 644 622 587 558 521 476
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単位：百万円

水道事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

支払利息 1,143 1,075 1,002 929 857 787 723 667 600 532 467 408 357 314 276 245

元金償還 2,935 3,070 3,195 3,181 3,181 3,341 3,271 3,370 3,400 3,357 3,274 3,146 2,946 2,665 2,425 2,205

合計 4,078 4,145 4,197 4,110 4,038 4,128 3,994 4,037 4,000 3,889 3,741 3,554 3,303 2,979 2,701 2,450
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1,500
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4,000
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単位：百万円

公共下水道事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

支払利息 253 237 219 202 184 166 145 118 101 84 69 56 43 31 21 11

元金償還 721 738 755 771 788 803 805 757 761 745 722 684 628 549 459 274

合計 974 975 974 973 972 969 950 875 862 829 791 740 671 580 480 285
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単位：百万円

農業集落排水事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

水道 738 744 752 752 751 715 721 717 726 698 644 622 587 558 521 476

公共 4,078 4,145 4,197 4,110 4,038 4,128 3,994 4,037 4,000 3,889 3,741 3,554 3,303 2,979 2,701 2,450

農集 974 975 974 973 972 969 950 875 862 829 791 740 671 580 480 285

合計 5,790 5,864 5,923 5,835 5,761 5,812 5,665 5,629 5,588 5,416 5,176 4,916 4,561 4,117 3,702 3,211
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単位：百万円

３会計 合計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）
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【繰入金の推移】

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

資本的収支 71 70 73 76 74 73 66 64 73 82 82 83 77 75 70 65

収益的収支 37 30 19 18 21 17 18 16 15 13 12 10 9 8 8 7

合計 108 100 92 94 95 90 84 80 88 95 94 93 86 83 78 72
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単位：百万円

水道事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

資本的収支 306 315 318 311 325 291 292 314 309 305 307 310 296 277 248 265

収益的収支 2,289 2,238 2,292 2,293 2,310 2,294 2,290 2,379 2,239 2,203 2,133 2,068 1,977 1,873 1,744 1,619

合計 2,595 2,553 2,610 2,604 2,635 2,585 2,582 2,693 2,548 2,508 2,440 2,378 2,273 2,150 1,992 1,884
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単位：百万円

公共下水道事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

水道 108 100 92 94 95 90 84 80 88 95 94 93 86 83 78 72

公共 2,595 2,553 2,610 2,604 2,635 2,585 2,582 2,693 2,548 2,508 2,440 2,378 2,273 2,150 1,992 1,884

農集 993 949 949 955 953 988 979 908 888 851 836 789 728 641 574 371

合計 3,696 3,602 3,651 3,653 3,683 3,663 3,645 3,681 3,524 3,454 3,370 3,260 3,087 2,874 2,644 2,327
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単位：百万円

３会計 合計

実績値（H26年度～H30年度） 推計値（R1年度～R11年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

資本的収支 266 271 277 282 287 292 294 276 279 281 285 290 275 248 193 61

収益的収支 727 678 672 673 666 696 685 632 609 570 551 499 453 393 381 310

合計 993 949 949 955 953 988 979 908 888 851 836 789 728 641 574 371
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農業集落排水事業会計

推計値（R1年度～R11年度）実績値（H26年度～H30年度）
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